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C O N T E N T S

議会ライブ中継
録画映像

スマホでも
本会議の
動画が視聴
できます▶

3月31日に多くの観光客の前で路上パフォーマンスとお花見コンサート等が行われました。3月31日に多くの観光客の前で路上パフォーマンスとお花見コンサート等が行われました。

水郷おみがわ桜つつじまつりが開催
3月31日に多くの観光客の前で路上パフォーマンスとお花見コンサート等が行われました。3月31日に多くの観光客の前で路上パフォーマンスとお花見コンサート等が行われました。月 日に多くの観光客の前で路上パフォ マンスとお花見 ンサ ト等が行われました。月 日に多くの観光客の前で路上パフォ マンスとお花見 ンサ ト等が行われました。

水郷おみがわ桜つつじまつりが開催
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議案第39号　専決処分の承認を求めることについて（専決処分第8号　令和5年度香取市一般会計補正予算（第10号））

国の物価高騰対応重点支援に係る補正予算を計上

住民税非課税世帯1,100世帯、均等割のみ課税世帯300世帯を見込んでいます。

対象世帯には通知を送付し、広報やホームページに掲載するなど周知に努めます。

A

A

物価高騰対応重点支援給付金、令和6年度住民税非課税、均等割のみ課税の対象世帯数は。

対象世帯に対する周知は。

Q

Q

議案第16号　香取市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

育児休業中の職員を含めた
会計年度任用職員に
勤勉手当を支給

令和4年度の実績で、男性8人中4人、50％、女性8人中8人、
100％、全体で16人中12人、75％です。

A

男性・女性別の育児休業取得割合は。Q

育児中の家族の様子
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佐原町並み交流館および佐原三菱館

3月定例会 審議結果　こんなことが決まりました！

3

4

5

議案第20号　香取市児童遊園の設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について

丁
ようろご

子児童遊園を廃園

自治会長など地区役員との協議を重ね、地区で住民説明会を開催し、
同意をいただいたところです。

丁子コミュニティセンターと一体として利用を図り、多様な活動を行う
場として、地域の皆様の要望にも添える形となります。

A

A

今回、丁子児童遊園を廃園することになるが、地元の自治会などと
の協議はしっかりと行ったのか。

廃園後は、どのように土地を活用するのか。

Q

Q

議案第33号　指定管理者の指定について （佐原町並み交流館・佐原三菱館）

佐原町並み交流館および
佐原三菱館の指定管理者を
引き続き指定

佐原町並み交流館は、NPO法人小野川と佐原の町並みを考える会
に指定管理をお願いしています。今回の指定については、期間満了
に伴うもので、引き続き管理をしていただくものです。

来館者数は令和5年度は12月末現在で83,325人となっています。
委託料については、令和6年度予算で2,150万円を計上しています。

A

A

委託先は。

来館者数の実績と委託料は。

Q

Q

議案第38号　ゼロカーボンシティ宣言について

二酸化炭素排出量実質ゼロを目指すため宣言をする

この宣言は、市民、業者、市が一体となって地球温暖化に対応していくとの市の決意を示すもので、市民の意識も高ま
り、対策を加速することで、温室効果ガスの減少につながっていくものと考えます。

経済活動などにより出た排出量から、森林の吸収量などを差し引いて出た量についてゼロを目指すということです。

A

A

宣言をするメリットとは。

この宣言では実質ゼロを目指すとあるが、この意味は。

Q

Q

廃園となる丁子児童遊園
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　3月11日から13日までの3日間、予算審
査特別委員会を開催し、令和6年度の予算を
審査しました。審査の結果、当初予算は全て
原案のとおり可決しました。

「みんなのお金」の
使い道をチェック！

■一般会計予算額

365億6,000万円
■特別会計予算額

国民健康保険事業 95億2,500万円
介護保険事業 80億1,100万円
観光事業 1億7,400万円
土地取得事業 10万円
後期高齢者医療事業 12億7,000万円
太陽光発電事業 2億2,000万円
病院事業債管理 5億2,600万円

197億2,610万円
水道事業 52億  569万1千円
簡易水道事業  2億9,742万8千円
公共下水道事業 29億9,532万8千円
農業集落排水事業 3億6,535万6千円

■公営企業会計予算額（支出）

88億6,380万3千円

予算審査特別委員会
行政の継続性、持続可能な行財政運営を

基本とした予算編成を注視

令和6年度
一般会計予算総額 365億6,000万円

令和6年3月定例会
（2月26日～ 3月22日/会期26日）

概要 
　一般会計予算の総額は、365億6千万円で、前年度比15億2千万円、4.3％の増となり、これは物価高騰へ
の対応、庁舎改修や公共交通の再編、児童手当の拡充などの事業費の増加によるものです。特別会計7会計の
予算合計額は、197億2,610万円で、前年度比2億2,400万円、1.1％の増。公営企業会計4会計の収益的支
出および資本的支出の合計額は、88億6,380万3千円で、前年度比5億1,717万5千円、5.5％の減です。全
会計の総額は、651億4,990万3千円で、前年度比12億2,682万5千円、1.9％の増となっています。

かとり市議会だより No.73 4



審議結果

石段となっている佐原小学校体育館側面出入口

本宿コミュニティホーム

乗合タクシー運行事業の委託先は。

市外への運行は可能か。

コミュニティー育成事業について、本宿コミュニティホーム
が閉鎖される経緯は。
令和元年度に香取市個別施設計画が策定され、この中で本宿
コミュニティホームは、昭和54年度の建築で老朽化が著しく、
費用対効果から大規模改修も難しい状況で、用途廃止する方
向とされ、令和2年度から利用団体に対する説明と、代替施
設等の活用の協議を進めてきました。地域への譲渡も含めて
協議を重ねましたが、施設が老朽化しているため、譲り受け
してくれる団体がなく、代替施設の選択肢として考えられる
コンパスが令和4年にオープンしたことなどから、指定管理
者による管理を令和5年度まで3年間延長し、指定管理期間
終了後は施設を廃止することで、全ての利用団体に同意をい
ただき進めてきました。

令和６年４月以降プロポーザルにより選定する予定です。運行業務につい
ては、現在、市の公共交通を運行している事業者に委託する予定です。

周辺市町の拠点との接続について検討しています。

A

A

A

Q

Q

Q

乗合タクシー運行業務を委託
予算審査

1

老朽化に伴い本宿コミュニティホームを廃止

小学校施設整備事業の事業内容は。

主な事業内容は、佐原小学校体育館敷地の側面出入口は石段
となっており、安全確保のため、この石段を撤去しスロープを
設置します。

A

Q

佐原小学校体育館
敷地内に通路を設置

予算審査

2

予算審査

3

３月定例会

「みんなのお金」の使い道をチェック！
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議案
番号

議 案 名
（一部省略しています） 主　な　内　容

審
議
結
果

議案第1号
（予算審査） 令和6年度一般会計予算 可決

議案第2号～第12号
（予算審査）

令和6年度特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業、観光事業、土地取得事業、後期高齢者医療事業、太陽光発電事業、病院事業債管理）、
令和6年度公営企業会計（水道事業、簡易水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業）予算 可決

議案第13号 令和5年度一般会計補正予算（第11号） 予算総額に6億6,818万2千円を追加し、補正後の総額を396億1,501万7千円とす
る。次年度以降の公共施設の整備等の財源に充てるための積立金8億円などを追加。 可決

議案第14号 令和5年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 予算総額から300万円を減額し、補正後の総額を95億6,490万7千円とする。決算
見込みに基づき、出産育児一時金を減額。 可決

議案第15号
（生活経済建設） 自転車等の放置防止に関する条例の制定 公共の場における自転車等の放置防止を図るとともに、放置自転車等に対する措置

を定めるための条例制定。 可決
議案第16号
（総務政策） 職員の育児休業等に関する条例の一部改正 育児休業をしている職員に係る勤勉手当の支給対象に会計年度任用職員を含めるこ

とについて所要の改正。 可決
議案第17号
（福祉教育）

特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条
例の一部改正 保健事業嘱託医の報酬額の引き上げを行うための所要の改正。 可決

議案第18号 手数料条例の一部改正 戸籍謄本等の広域交付に伴う事務に係る手数料を定めるほか、所要の改正を行う。 可決
議案第19号
（福祉教育） ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部改正 新たに「接近禁止命令」等の用語が定義されたことに伴う所要の改正。 可決
議案第20号
（福祉教育） 児童遊園の設置に関する条例の一部改正 丁子児童遊園について、地元自治会との協議を踏まえ廃園とするための所要の改正。 可決
議案第21号
（福祉教育） 介護保険条例の一部改正 令和8年度までの3年間の保険料率を定めるほか、移送支援サービス費を特別給付

に追加するための所要の改正。 可決
議案第22号
（生活経済建設） 公衆便所の設置及び管理に関する条例の一部改正 大戸駅に設置の旅客トイレが、令和6年4月1日に市に譲渡されることに伴い、新た

に市管理の公衆便所とするための所要の改正。 可決
議案第23号
（生活経済建設）

水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の
一部改正 会計年度任用職員に対する勤勉手当の支給を可能とするための所要の改正。 可決

議案第24号
（総務政策）

地方自治法の一部を改正する法律及び地方自治法施行令
等の一部を改正する政令の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例の制定

条例において引用している条文に変更が生じることに伴う所要の改正。 可決

議案第25号
（生活経済建設） 水道事業給水条例の一部改正 厚生労働大臣が所管している水道整備・管理行政について、国土交通大臣および環

境大臣に移管されることに伴う所要の改正。 可決

議案第26号
（福祉教育）

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準等の一部改正に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定 国が定める各施設の運営等に関する基準が改正されたことに伴う所要の改正。

可決

議案第27号
（福祉教育）

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部改正 可決

議案第28号
（総務政策）

行政手続における特定の個人を識別しるための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部改正

条例において引用している条文に変更が生じることなどに伴う所要の改正。 可決

議案第29号
（総務政策） 債権管理条例の一部改正 相続財産管理人が相続財産清算人に変更されたことに伴う所要の改正。 可決
議案第30号
（総務政策）

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部改正

会計年度任用職員に対する勤勉手当の支給および特殊勤務等に係る報酬について用
語の統一を図ることについての所要の改正。 可決

議案第31号
（福祉教育） 産婦人科施設誘致条例の一部改正 施設整備奨励金および地盤対策奨励金の上限額を引き上げることについての所要の

改正。 可決
議案第32号
（生活経済建設）

地域集会施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条
例の制定 令和6年3月末をもって本宿コミュニティホームを閉館することに伴う条例の廃止。 可決

議案第33号
（生活経済建設）

指定管理者の指定
（佐原町並み交流館・佐原三菱館） 指定管理者の指定期間の終了に伴い、現在の指定管理者を引き続き指定。 可決

議案第34号 財産の無償貸付け
（旧山田学校給食センター）

空き公共施設の有効活用を図るため、旧山田学校給食センター外２施設を無償で貸
し付ける。 可決

議案第35号
（総務政策）

工事請負契約の変更
（香取市280MHz帯デジタル防災無線システム整備工事）

工事内容の一部に変更が生じたことにより、工事費を228万8千円増額し、変更後
の契約額を12億1,690万8千円に変更。 可決

議案第36号 教育委員会教育長の任命 堀越　洋氏を引き続き教育委員会教育長に任命することに、議会の同意を求める。 同意
議案第37号 教育委員会の委員の任命 伊藤博和氏を引き続き教育委員会の委員に任命することに、議会の同意を求める。 同意
議案第38号
（生活経済建設） ゼロカーボンシティ宣言 多様な主体との協働による脱炭素に向けた取り組みを加速し、2050年までに二酸

化炭素排出量実質ゼロを目指し宣言をする。 可決
議案第39号
（総務政策）

専決処分の承認
（専決処分第8号　令和5年度一般会計補正予算（第10号））

国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金に係る経費を専決処分したため、議
会の承認を求める 承認

諮問第1号 人権擁護委員の候補者の推薦 石毛正毅氏を引き続き候補者に推選することに、議会の意見を求める。 適任者
と決定

※　議長（河野節子議員）は、採決に加わりません。議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。　〇：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　
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QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

の
１
万
人
と
比
較
す
る
と
目
標
人
数
の

の
１
万
人
と
比
較
す
る
と
目
標
人
数
の
2929
・
4
％
と
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

Q
今
後
、利
用
者
を
増
加
す
る
た
め
の
対
応
は
。

今
後
、利
用
者
を
増
加
す
る
た
め
の
対
応
は
。

A
キ
ャ
ン
プ
用
品
の
貸
し
出
し
や
販
売
、バ
ー

キ
ャ
ン
プ
用
品
の
貸
し
出
し
や
販
売
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
食
材
の
提
供
な
ど
、利
用
者
の

ベ
キ
ュ
ー
の
食
材
の
提
供
な
ど
、利
用
者
の

利
便
性
向
上
を
指
定
管
理
者
に
お
い
て
検
討
し
て
い

利
便
性
向
上
を
指
定
管
理
者
に
お
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。今
後
も
、指
定
管
理
者
と
連
携
協
力
し
な
が

ま
す
。今
後
も
、指
定
管
理
者
と
連
携
協
力
し
な
が

ら
市
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、さ
ら
な
る
誘
客
を
図
り

ら
市
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、さ
ら
な
る
誘
客
を
図
り

ま
す
。

ま
す
。

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
桜
の
里
の
整
備
予
定
は

Q
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
桜
の
里
に
は
、旧
山
田
町

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
桜
の
里
に
は
、旧
山
田
町

時
代
に
植
栽
さ
れ
た
桜
の
木
約

時
代
に
植
栽
さ
れ
た
桜
の
木
約
5
0
0

5
0
0
本

が
存
在
す
る
が
、香
取
市
に
な
っ
て
か
ら
は
ほ
と
ん

が
存
在
す
る
が
、香
取
市
に
な
っ
て
か
ら
は
ほ
と
ん

ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。市
当
局
の
現
状
認
識
と
今

ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。市
当
局
の
現
状
認
識
と
今

後
の
整
備
予
定
は
。

後
の
整
備
予
定
は
。

A
現
在
、橘
ふ
れ
あ
い
公
園
に
隣
接
す
る
里
山

現
在
、橘
ふ
れ
あ
い
公
園
に
隣
接
す
る
里
山

に
つ
い
て
、地
域
資
源
の
魅
力
を
発
信
し
、

に
つ
い
て
、地
域
資
源
の
魅
力
を
発
信
し
、

郷
土
の
誇
り
と
な
る
賑
わ
い
の
森
づ
く
り
を
進
め
て

郷
土
の
誇
り
と
な
る
賑
わ
い
の
森
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
、植
物
病
害
が
発
生
し
て
い
る
現
状
を
認
識
し

お
り
、植
物
病
害
が
発
生
し
て
い
る
現
状
を
認
識
し

て
い
ま
す
。今
後
、植
物
病
害
の
蔓
延
防
止
の
観
点

て
い
ま
す
。今
後
、植
物
病
害
の
蔓
延
防
止
の
観
点

か
ら
対
策
を
講
じ
、美
し
い
桜
の
里
を
維
持
す
る
た

か
ら
対
策
を
講
じ
、美
し
い
桜
の
里
を
維
持
す
る
た

め
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

め
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

小
見
川
野
田
地
先
市
道
４
０
７
０
号
線
の

整
備
予
定
は

Q
中
学
、高
校
へ
の
通
学
道
路
か
ら
野
田
稲
生

中
学
、高
校
へ
の
通
学
道
路
か
ら
野
田
稲
生

大
神
前
ま
で
の
市
道

大
神
前
ま
で
の
市
道
4
0
7
0

4
0
7
0
号
線
は
、大

号
線
は
、大

雨
時
に
常
に
冠
水
し
、通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

雨
時
に
常
に
冠
水
し
、通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
整
備
予
定
は
。

今
後
の
整
備
予
定
は
。

A
地
元
地
区
と
協
議
の
上
、緊
急
性
や
優
先
度

地
元
地
区
と
協
議
の
上
、緊
急
性
や
優
先
度

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、道
路
冠
水
の
解
消

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、道
路
冠
水
の
解
消

に
向
け
対
策
し
ま
す
。

に
向
け
対
策
し
ま
す
。

山
田
地
区
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

の
利
用
状
況
は

Q
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
は
、昨
年
４

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
は
、昨
年
４

月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
と
て
も
利
用
者
が
少
な

月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
と
て
も
利
用
者
が
少
な

い
と
感
じ
る
。現
在
ま
で
の
利
用
者
数
と
当
初
の
目

い
と
感
じ
る
。現
在
ま
で
の
利
用
者
数
と
当
初
の
目

標
と
の
対
比
は
。

標
と
の
対
比
は
。

A
令
和
６
年
１
月
末
ま
で
の

令
和
６
年
１
月
末
ま
で
の
1010
カ
月
間
の
利
用

カ
月
間
の
利
用

状
況
は
、

状
況
は
、7
9
6

7
9
6
組
2
9
4
2

2
9
4
2
人
で
あ
り
ま

人
で
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、年
間
集
客
目
標
人
数
の

し
た
。ま
た
、年
間
集
客
目
標
人
数
の
1010
カ
月
換
算

カ
月
換
算

Q
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
は
、市
民
の
皆

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
は
、市
民
の
皆

様
方
か
ら
の
要
望
が
非
常
に
多
い
。現
在
実

様
方
か
ら
の
要
望
が
非
常
に
多
い
。現
在
実

施
の
一
部
無
償
化
お
よ
び
令
和
６
年
度
実
施
予
定
の

施
の
一
部
無
償
化
お
よ
び
令
和
６
年
度
実
施
予
定
の

無
償
化
の
概
要
は
。

無
償
化
の
概
要
は
。

A
令
和
５
年
１
月
か
ら
小
学
６
年
生
、中
学
３

令
和
５
年
１
月
か
ら
小
学
６
年
生
、中
学
３

年
生
お
よ
び
第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒
を
対

年
生
お
よ
び
第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒
を
対

象
に
無
償
化
し
て
い
ま
す
。令
和
６
年
４
月
か
ら
、

象
に
無
償
化
し
て
い
ま
す
。令
和
６
年
４
月
か
ら
、

中
学
１
年
生
お
よ
び
２
年
生
を
加
え
、小
学
６
年
生
、

中
学
１
年
生
お
よ
び
２
年
生
を
加
え
、小
学
６
年
生
、

中
学
生
全
学
年
お
よ
び
第
３
子
以
降
を
対
象
と
し
て

中
学
生
全
学
年
お
よ
び
第
３
子
以
降
を
対
象
と
し
て

無
償
化
す
る
予
定
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、全
児
童
生

無
償
化
す
る
予
定
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、全
児
童
生

徒
の
約

徒
の
約
5656
％
が
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

％
が
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Q
今
後
、完
全
無
償
化
の
実
施
予
定
は
。

今
後
、完
全
無
償
化
の
実
施
予
定
は
。

A
実
施
に
は
大
き
な
財
政
的
負
担
が
伴
う
こ
と

実
施
に
は
大
き
な
財
政
的
負
担
が
伴
う
こ
と

か
ら
、今
後
も
引
き
続
き
国
や
県
等
の
動
向

か
ら
、今
後
も
引
き
続
き
国
や
県
等
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
、

を
注
視
し
つ
つ
、安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
、

完
全
無
償
化
を
目
指
し
ま
す
。

完
全
無
償
化
を
目
指
し
ま
す
。

高
たか

木
ぎ

 　寛
ひろし

議員

学
校
給
食
費
の

完
全
無
償
化
の
実
施
予
定
は
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QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

市
の
防
災
政
策
に
つ
い
て

Q
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

市
の
体
制
は
。

市
の
体
制
は
。

A
災
害
対
策
本
部
の
組
織
上
に
生
活
部
市
民
活
動
班

災
害
対
策
本
部
の
組
織
上
に
生
活
部
市
民
活
動
班

を
設
け
て
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
お
よ

を
設
け
て
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
お
よ

び
連
絡
調
整
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

び
連
絡
調
整
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

Q
民
間
事
業
者
と
の
災
害
協
定
の
状
況
は
。

民
間
事
業
者
と
の
災
害
協
定
の
状
況
は
。

A
市
は
、医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
香
取
郡
市

市
は
、医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
香
取
郡
市

医
師
会
と
の
協
定
な
ど
、

医
師
会
と
の
協
定
な
ど
、4141
の
民
間
事
業
者

の
民
間
事
業
者

と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

Q
消
防
団
の
処
遇
改
善
の
状
況
は
。

消
防
団
の
処
遇
改
善
の
状
況
は
。

A
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
に

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、令
和
４
年
４
月
か
ら
出

確
認
し
た
と
こ
ろ
、令
和
４
年
４
月
か
ら
出

動
報
酬
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、令
和
５
年
４
月
か

動
報
酬
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、令
和
５
年
４
月
か

ら
は
年
額
報
酬
を
２
万
円
か
ら
２
万
８
０
０
０
円
に

ら
は
年
額
報
酬
を
２
万
円
か
ら
２
万
８
０
０
０
円
に

引
き
上
げ
た
と
の
こ
と
で
す
。

引
き
上
げ
た
と
の
こ
と
で
す
。

Q
機
能
別
消
防
団
を
推
奨
し
て
い
る
が
、ど
の

機
能
別
消
防
団
を
推
奨
し
て
い
る
が
、ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
に

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、機
能
別
消
防
団
は
設
立

確
認
し
た
と
こ
ろ
、機
能
別
消
防
団
は
設
立

は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、ど
の
よ
う
な
機
能
別
消
防

は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、ど
の
よ
う
な
機
能
別
消
防

団
が
効
果
的
な
の
か
、他
団
体
の
状
況
も
踏
ま
え
、

団
が
効
果
的
な
の
か
、他
団
体
の
状
況
も
踏
ま
え
、

研
究
調
査
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

研
究
調
査
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

A
私
自
身
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
、広
報

私
自
身
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
、広
報

紙
は
も
と
よ
り
各
情
報
配
信
ツ
ー
ル
を
活
用

紙
は
も
と
よ
り
各
情
報
配
信
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、市
内
外
へ
広
く
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

し
、市
内
外
へ
広
く
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

Q
市
内
の
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
推

市
内
の
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
推

進
状
況
は
。

進
状
況
は
。

A
水
田
農
家
が
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ

水
田
農
家
が
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ

用
稲
を
栽
培
し
、コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織
が

用
稲
を
栽
培
し
、コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織
が

刈
り
取
り
収
穫
・
調
整
・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
後
、畜
産
農
家

刈
り
取
り
収
穫
・
調
整
・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
後
、畜
産
農
家

へ
配
送
し
、畜
産
農
家
が
飼
料
と
す
る
ほ
か
、発
酵

へ
配
送
し
、畜
産
農
家
が
飼
料
と
す
る
ほ
か
、発
酵

堆
肥
を
耕
作
地
に
散
布
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
３
者
の

堆
肥
を
耕
作
地
に
散
布
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
３
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
安
定
し
た
資
源
循
環
型

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
安
定
し
た
資
源
循
環
型

の
耕
畜
連
携
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

の
耕
畜
連
携
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
土
地
改
良
区
の
統
合
に
、市
が
リ
ー
ダ
ー
シ

土
地
改
良
区
の
統
合
に
、市
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
市
は
県
と
説
明
会
へ
出
向
き
意
見
交
換
ア
ン

市
は
県
と
説
明
会
へ
出
向
き
意
見
交
換
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、各
土
地
改
良
区
が
考
え
る

ケ
ー
ト
を
実
施
、各
土
地
改
良
区
が
考
え
る

合
併
の
方
法
や
合
併
に
対
す
る
考
え
方
を
尊
重
し
、

合
併
の
方
法
や
合
併
に
対
す
る
考
え
方
を
尊
重
し
、

土
地
改
良
区
と
指
導
機
関
で
あ
る
県
と
の
調
整
お
よ

土
地
改
良
区
と
指
導
機
関
で
あ
る
県
と
の
調
整
お
よ

び
協
力
体
制
を
図
り
、進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

び
協
力
体
制
を
図
り
、進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
を
設
置
し

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
を
設
置
し

一
年
が
経
過
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
取
り
組

一
年
が
経
過
し
た
が
、ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
た
の
か
。

み
を
行
っ
た
の
か
。

A
推
進
体
制
の
確
立
、職
員
の
意
識
等
を
醸
成

推
進
体
制
の
確
立
、職
員
の
意
識
等
を
醸
成

す
る
研
修
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

す
る
研
修
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
の
強
化
、市
内
高
校
と
連
携
し

活
用
し
た
情
報
発
信
の
強
化
、市
内
高
校
と
連
携
し

た
社
会
教
育
授
業
へ
の
参
加
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

た
社
会
教
育
授
業
へ
の
参
加
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

Q
県
立
佐
原
白
楊
高
校
と
の
取
り
組
み
の
実
施

県
立
佐
原
白
楊
高
校
と
の
取
り
組
み
の
実
施

状
況
は
。

状
況
は
。

A
令
和
５
年

令
和
５
年
1111
月
に
１
年
生
と
令
和
６
年
２
月

月
に
１
年
生
と
令
和
６
年
２
月

に
２
年
生
の
授
業
で
、高
校
生
が
ア
イ
デ
ア

に
２
年
生
の
授
業
で
、高
校
生
が
ア
イ
デ
ア

を
考
え
る
取
り
組
み
に
参
画
し
、市
の
魅
力
や
課
題
に

を
考
え
る
取
り
組
み
に
参
画
し
、市
の
魅
力
や
課
題
に

つ
い
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

つ
い
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

Q
広
報
か
と
り
の
内
容
に
つ
い
て
、市
の
政
策

広
報
か
と
り
の
内
容
に
つ
い
て
、市
の
政
策

の
詳
細
な
部
分
を
載
せ
る
こ
と
は
可
能
か
。

の
詳
細
な
部
分
を
載
せ
る
こ
と
は
可
能
か
。

A
限
ら
れ
た
紙
面
の
掲
載
量
で
あ
る
中
、担
当

限
ら
れ
た
紙
面
の
掲
載
量
で
あ
る
中
、担
当

課
と
十
分
協
議
し
、少
し
で
も
読
み
や
す
く
、

課
と
十
分
協
議
し
、少
し
で
も
読
み
や
す
く
、

理
解
し
や
す
い
表
現
方
法
で
編
集
を
行
い
ま
す
。

理
解
し
や
す
い
表
現
方
法
で
編
集
を
行
い
ま
す
。

Q
市
長
自
ら
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
す
る
立
場
で

市
長
自
ら
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
す
る
立
場
で

あ
り
、政
策
の
部
分
を
広
報
に
て
発
信
す
る

あ
り
、政
策
の
部
分
を
広
報
に
て
発
信
す
る

前
まえ

田
だ

 誠
まさ

之
ゆき

議員

更
な
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

政
策
、農
業
政
策
の
拡
充
を

10人の議員が一般質問
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QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

A
市
が
管
理
す
る
道
路
や
河
川
な
ど
の
改
修
や

市
が
管
理
す
る
道
路
や
河
川
な
ど
の
改
修
や

整
備
な
ど
の
地
区
要
望
は
、継
続
要
望
を
含

整
備
な
ど
の
地
区
要
望
は
、継
続
要
望
を
含

め
て
例
年
１
０
０
０
件
程
度
で
す
。

め
て
例
年
１
０
０
０
件
程
度
で
す
。

Q
要
望
件
数
の
中
で
工
事
が
完
了
で
き
な
い
場

要
望
件
数
の
中
で
工
事
が
完
了
で
き
な
い
場

合
は
ど
う
す
る
の
か
。

合
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
実
施
で
き
な
か
っ
た
要
望
は
、次
年
度
に
持

実
施
で
き
な
か
っ
た
要
望
は
、次
年
度
に
持

ち
越
し
と
な
り
、新
規
要
望
と
合
わ
せ
た
中

ち
越
し
と
な
り
、新
規
要
望
と
合
わ
せ
た
中

で
優
先
度
を
考
慮
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

で
優
先
度
を
考
慮
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
市
道
認
定
以
外
の
そ
の
他
道
路
、地
区
の
道

市
道
認
定
以
外
の
そ
の
他
道
路
、地
区
の
道

路
整
備
で
は
、地
区
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て

路
整
備
で
は
、地
区
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て

い
る
が
、高
齢
化
で
大
変
に
な
り
つ
つ
あ
る
。市
で

い
る
が
、高
齢
化
で
大
変
に
な
り
つ
つ
あ
る
。市
で

管
理
す
る
よ
う
検
討
で
き
な
い
か
。

管
理
す
る
よ
う
検
討
で
き
な
い
か
。

A
市
道
は
、市
で
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

市
道
は
、市
で
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
生
活
道
路
は
、道
路
の
利
用
状
況

そ
の
他
の
生
活
道
路
は
、道
路
の
利
用
状
況

に
応
じ
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

に
応
じ
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Q
利
用
料
の
２
割
負
担
の
対
象
者
の
割
合
は
。

利
用
料
の
２
割
負
担
の
対
象
者
の
割
合
は
。

A
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
２
割
負
担
の
割
合
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
２
割
負
担
の
割
合
は
、

令
和
５
年

令
和
５
年
1010
月
末
で
約
２・
４
％
で
す
。

月
末
で
約
２・
４
％
で
す
。

Q
介
護
保
険
料
の
今
後
の
改
定
は
。介
護
保
険

介
護
保
険
料
の
今
後
の
改
定
は
。介
護
保
険

料
は
増
額
さ
れ
る
の
か
。

料
は
増
額
さ
れ
る
の
か
。

A
介
護
保
険
料
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
料
の
見
込

介
護
保
険
料
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
料
の
見
込

み
な
ど
を
推
計
し
た
介
護
保
険
事
業
計
画
の

み
な
ど
を
推
計
し
た
介
護
保
険
事
業
計
画
の

見
直
し
に
合
わ
せ
て
３
年
ご
と
に
改
定
し
て
い
ま
す
。

見
直
し
に
合
わ
せ
て
３
年
ご
と
に
改
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
改
定
の
年
と
な
っ
て
お
り
、現
在
の

令
和
６
年
度
は
改
定
の
年
と
な
っ
て
お
り
、現
在
の

介
護
保
険
料
基
準
額
は
月
額
５
５
０
０
円
、年
額
６

介
護
保
険
料
基
準
額
は
月
額
５
５
０
０
円
、年
額
６

６
０
０
０
円
で
す
が
、令
和
６
年
度
か
ら
３
年
間
は
、

６
０
０
０
円
で
す
が
、令
和
６
年
度
か
ら
３
年
間
は
、

保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
に
介
護
給
付
費
準

保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
に
介
護
給
付
費
準

備
基
金
を
取
り
崩
し
て
充
当
す
る
こ
と
で
、現
在
と

備
基
金
を
取
り
崩
し
て
充
当
す
る
こ
と
で
、現
在
と

同
額
に
据
え
置
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
額
に
据
え
置
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
の
主
要
道
路
の
要
望
内
容
と
改
修
、

整
備
の
現
状
は

Q
市
道
そ
の
他
道
路
の
整
備
、改
修
を
求
め
る

市
道
そ
の
他
道
路
の
整
備
、改
修
を
求
め
る

要
望
は
、ど
の
位
あ
る
の
か
。

要
望
は
、ど
の
位
あ
る
の
か
。

Q
介
護
保
険
の
利
用
負
担
は
１
割
が
原
則
で
あ

介
護
保
険
の
利
用
負
担
は
１
割
が
原
則
で
あ

っ
た
が
、一
定
所
得
以
上
の
世
帯
は
２
割
か

っ
た
が
、一
定
所
得
以
上
の
世
帯
は
２
割
か

ら
３
割
負
担
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。今
後
、国
が

ら
３
割
負
担
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。今
後
、国
が

検
討
し
て
い
る
介
護
保
険
制
度
の
改
定
が
進
め
ば
、

検
討
し
て
い
る
介
護
保
険
制
度
の
改
定
が
進
め
ば
、

介
護
対
象
者
を
要
介
護
３
以
上
の
重
度
者
に
限
定
す

介
護
対
象
者
を
要
介
護
３
以
上
の
重
度
者
に
限
定
す

る
。そ
し
て
利
用
料
は
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ

る
。そ
し
て
利
用
料
は
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ

る
方
向
で
す
。そ
こ
で
、ま
ず
介
護
施
設
の
運
営
は

る
方
向
で
す
。そ
こ
で
、ま
ず
介
護
施
設
の
運
営
は

何
カ
所
で
対
応
し
て
い
る
の
か
。入
所
者
の
介
護
サ

何
カ
所
で
対
応
し
て
い
る
の
か
。入
所
者
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ー
ビ
ス
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
５
施
設
、介
護
老
人

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
５
施
設
、介
護
老
人

保
健
施
設
３
施
設
、介
護
医
療
院
１
施
設
の

保
健
施
設
３
施
設
、介
護
医
療
院
１
施
設
の

９
施
設
が
あ
り
、社
会
福
祉
法
人
ま
た
は
医
療
法
人

９
施
設
が
あ
り
、社
会
福
祉
法
人
ま
た
は
医
療
法
人

が
運
営
し
て
い
ま
す
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

が
運
営
し
て
い
ま
す
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

現
在
、満
床
で
待
機
者
は
２
０
０
数
名
で
す
が
、年
々

現
在
、満
床
で
待
機
者
は
２
０
０
数
名
で
す
が
、年
々

減
少
し
て
い
て
、運
営
は
順
調
と
考
え
ま
す
。

減
少
し
て
い
て
、運
営
は
順
調
と
考
え
ま
す
。

Q
在
宅
訪
問
介
護
の
利
用
者
の
推
移
は
。

在
宅
訪
問
介
護
の
利
用
者
の
推
移
は
。

A
延
べ
人
数
は
、令
和
３
年
度
６
６
３
０
人
、

延
べ
人
数
は
、令
和
３
年
度
６
６
３
０
人
、

令
和
４
年
度
６
９
９
３
人
で
、年
々
増
加
し

令
和
４
年
度
６
９
９
３
人
で
、年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

佐
さ

藤
とう

 好
よし

文
ふみ

議員

市
の
介
護
保
険
の
現
状
に
つ
い
て
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Q
三
重
県
い
な
べ
市
か
ら
始
ま
っ
た
楽
器
ふ
る

三
重
県
い
な
べ
市
か
ら
始
ま
っ
た
楽
器
ふ
る

さ
と
納
税
を
、ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

さ
と
納
税
を
、ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

か
。ま
た
、本
市
で
も
活
用
で
き
な
い
か
。

か
。ま
た
、本
市
で
も
活
用
で
き
な
い
か
。

A
使
用
し
な
い
楽
器
を
不
足
し
て
い
る
学
校
で

使
用
し
な
い
楽
器
を
不
足
し
て
い
る
学
校
で

活
用
す
る
こ
と
は
、大
変
す
ば
ら
し
い
取
り

活
用
す
る
こ
と
は
、大
変
す
ば
ら
し
い
取
り

組
み
で
す
。寄
附
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、寄
附

組
み
で
す
。寄
附
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、寄
附

の
活
性
化
に
も
配
慮
し
て
画
期
的
で
あ
り
、よ
り
詳

の
活
性
化
に
も
配
慮
し
て
画
期
的
で
あ
り
、よ
り
詳

し
く
制
度
理
解
に
努
め
ま
す
。

し
く
制
度
理
解
に
努
め
ま
す
。

 

学
校
の
楽
器
が
使
え
な
い
と
い
う
状
況
は
、

学
校
の
楽
器
が
使
え
な
い
と
い
う
状
況
は
、

経
済
的
な
理
由
か
ら
個
人
で
楽
器
を
用
意
で
き
な
い

経
済
的
な
理
由
か
ら
個
人
で
楽
器
を
用
意
で
き
な
い

児
童
生
徒
の
、音
楽
へ
の
道
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
り

児
童
生
徒
の
、音
楽
へ
の
道
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。使
え

か
ね
ま
せ
ん
。使
え

る
楽
器
を
有
効
に

る
楽
器
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
に

活
用
す
る
た
め
に

も
、楽
器
ふ
る
さ
と

も
、楽
器
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
は
導
入

納
税
制
度
は
導
入

す
べ
き
と
考
え
ま

す
べ
き
と
考
え
ま

す
。
す
。

意
見
意
見

犬
猫
の
小
さ
な
命
を
守
る
た
め
に
、使
え
る
制
度
・

犬
猫
の
小
さ
な
命
を
守
る
た
め
に
、使
え
る
制
度
・

シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
導
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

楽
器
ふ
る
さ
と
納
税
の
早
期
導
入
を

Q
市
内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
備
品
楽
器
の
状

市
内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
備
品
楽
器
の
状

態
が
悪
く
、個
人
持
ち
の
楽
器
で
演
奏
し
て

態
が
悪
く
、個
人
持
ち
の
楽
器
で
演
奏
し
て

い
る
状
況
だ
と
思
わ
れ
る
が
実
態
は
。

い
る
状
況
だ
と
思
わ
れ
る
が
実
態
は
。

A
楽
器
を
使
用
す
る
部
活
動
が
あ
る
学
校
は
、

楽
器
を
使
用
す
る
部
活
動
が
あ
る
学
校
は
、

小
学
校
２
校
、中
学
校
５
校
で
す
。う
ち
個

小
学
校
２
校
、中
学
校
５
校
で
す
。う
ち
個

人
所
有
の
楽
器
を
使
用
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
は

人
所
有
の
楽
器
を
使
用
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
は

1212
・
9
％
で
す
。

％
で
す
。

Q
不
足
し
て
い
る
楽
器
に
つ
い
て
、閉
校
し
た

不
足
し
て
い
る
楽
器
に
つ
い
て
、閉
校
し
た

学
校
の
楽
器
や
他
の
小
中
学
校
の
使
用
し
て

学
校
の
楽
器
や
他
の
小
中
学
校
の
使
用
し
て

い
な
い
楽
器
を
貸
し
借
り
で
き
な
い
か
。

い
な
い
楽
器
を
貸
し
借
り
で
き
な
い
か
。

A
使
用
し
て
い
な
い
楽
器
が
あ
る
学
校
は

使
用
し
て
い
な
い
楽
器
が
あ
る
学
校
は
1111
校

で
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ど

で
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。活
動
し
て
い
る
学
校
は
約

が
あ
り
ま
す
。活
動
し
て
い
る
学
校
は
約
4040
本
を
他

本
を
他

の
学
校
か
ら
借
り
、必
要
に
応
じ
有
効
活
用
し
て
い

の
学
校
か
ら
借
り
、必
要
に
応
じ
有
効
活
用
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

Q
直
近
３
年
間
の
犬
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
へ

直
近
３
年
間
の
犬
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
へ

の
補
助
金
実
績
お
よ
び
地
域
猫
の
実
態
調
査

の
補
助
金
実
績
お
よ
び
地
域
猫
の
実
態
調
査

や
具
体
的
対
策
は
あ
る
の
か
。

や
具
体
的
対
策
は
あ
る
の
か
。

A
令
和
２
年
度
は

令
和
２
年
度
は
5
8
0

5
8
0
頭
で
頭
で
2
9
0

2
9
0
万
円
、

万
円
、

令
和
３
年
度
は

令
和
３
年
度
は
4
8
0

4
8
0
頭
で
頭
で
2
4
0

2
4
0
万
円
、

万
円
、

令
和
４
年
度
は

令
和
４
年
度
は
4
7
1

4
7
1
頭
で
頭
で
2
3
5

2
3
5
万
5
0
0
0

円
を
補
助
し
ま
し
た
。環
境
安
全
課
へ
の
通
報
内
容

円
を
補
助
し
ま
し
た
。環
境
安
全
課
へ
の
通
報
内
容

は
、庭
や
路
上
で
の
ふ
ん
尿
被
害
、臭
い
や
鳴
き
声

は
、庭
や
路
上
で
の
ふ
ん
尿
被
害
、臭
い
や
鳴
き
声

の
苦
情
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。限
ら
れ
た
地
域
で
飼
い

の
苦
情
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。限
ら
れ
た
地
域
で
飼
い

主
の
い
な
い
猫
へ
の
苦
情
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、少

主
の
い
な
い
猫
へ
の
苦
情
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、少

し
ず
つ
地
域
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い

し
ず
つ
地
域
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

Q
野
良
猫
や
地
域
猫
へ
の
対
策
と
し
て
鹿
嶋
市

野
良
猫
や
地
域
猫
へ
の
対
策
と
し
て
鹿
嶋
市

の
ノ
ラ
猫
病
院
や
公
益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ

の
ノ
ラ
猫
病
院
や
公
益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ

基
金
な
ど
が
あ
る
が
、そ
の
評
価
は
。ま
た
、そ
れ
ぞ

基
金
な
ど
が
あ
る
が
、そ
の
評
価
は
。ま
た
、そ
れ
ぞ

れ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
な
い
か
。

れ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
な
い
か
。

A
市
は
動
物
病
院
を
評
価
す
る
立
場
で
は
あ
り

市
は
動
物
病
院
を
評
価
す
る
立
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
避
妊
・

ま
せ
ん
が
、飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
避
妊
・

去
勢
手
術
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た
と
き
は
、一
つ

去
勢
手
術
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た
と
き
は
、一
つ

の
対
応
策
と
し
て
必
要
に
応
じ
情
報
提
供
し
ま
す
。

の
対
応
策
と
し
て
必
要
に
応
じ
情
報
提
供
し
ま
す
。

 

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、少
し
で
も
多
く
の

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、少
し
で
も
多
く
の

意
見
意
見

辻
つじ

 　達
たつ

広
ひろ

議員

犬
猫
の
小
さ
な
命
を
守
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

かとり市議会だより No.7311



QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
の

推
進
に
つ
い
て

Q
令
和
６
年
度
小
学
新
１
年
生
は
対
象
か
。

令
和
６
年
度
小
学
新
１
年
生
は
対
象
か
。

A
小
学
１
年
生
入
学
時
の
負
担
も
大
き
い
で
す

小
学
１
年
生
入
学
時
の
負
担
も
大
き
い
で
す

が
、財
政
負
担
と
支
援
の
継
続
性
か
ら
、新

が
、財
政
負
担
と
支
援
の
継
続
性
か
ら
、新

た
に
中
学
１
・
２
年
生
を
追
加
し
ま
す
。

た
に
中
学
１
・
２
年
生
を
追
加
し
ま
す
。

Q
新
１
年
生
全
体
の
人
数
は
。

新
１
年
生
全
体
の
人
数
は
。

A
3
8
4

3
8
4
人
で
す
。

人
で
す
。

Q
第
３
子
以
降
の
補
助
対
象
人
数
は
。

第
３
子
以
降
の
補
助
対
象
人
数
は
。

A
4848
人
で
す
。第
３
子
以
降
を
除
い
た
小
学
１

人
で
す
。第
３
子
以
降
を
除
い
た
小
学
１

年
生
は

年
生
は
3
3
6

3
3
6
人
で
す
。

人
で
す
。

Q
新
１
年
生
全
体
の
無
償
化
費
用
は
。

新
１
年
生
全
体
の
無
償
化
費
用
は
。

A
第
３
子
以
降
を
除
き
年
間
約

第
３
子
以
降
を
除
き
年
間
約
1
7
3
3

1
7
3
3
万

円
で
す
。

円
で
す
。

Q
物
価
高
騰
で
給
食
食
材
費
の
値
上
り
分
の
公

物
価
高
騰
で
給
食
食
材
費
の
値
上
り
分
の
公

費
負
担
額
は
。

費
負
担
額
は
。

A
令
和
６
年
度
予
算
で
約

令
和
６
年
度
予
算
で
約
1
1
9
8

1
1
9
8
万
円
で
す
。

万
円
で
す
。

A
千
葉
県
農
業
再
生
協
議
会
が
示
し
た

千
葉
県
農
業
再
生
協
議
会
が
示
し
た
5
7
0

㎏
に
設
定
し
ま
し
た
。国
が
公
表
す
る
水
稲

㎏
に
設
定
し
ま
し
た
。国
が
公
表
す
る
水
稲

の
市
町
村
別
の

の
市
町
村
別
の
1010
ａ
当
た
り
の
収
量
の
直
近
７
カ
年

ａ
当
た
り
の
収
量
の
直
近
７
カ
年

の
最
高
値
お
よ
び
最
低
値
を
除
く
５
カ
年
の
平
均
値

の
最
高
値
お
よ
び
最
低
値
を
除
く
５
カ
年
の
平
均
値

に
、補
正
係
数
を
乗
じ
て
市
町
村
別
の
単
収
を
設
定

に
、補
正
係
数
を
乗
じ
て
市
町
村
別
の
単
収
を
設
定

し
ま
す
。本
市
は
平
均

し
ま
す
。本
市
は
平
均
5
6
3

5
6
3
・
8
㎏
で
、補
正
係
数

㎏
で
、補
正
係
数

1
・
0
1
0
4

0
1
0
4
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
し
た
。

を
乗
じ
て
算
出
し
ま
し
た
。

Q
地
区
別
基
準
単
収
の
設
定
は
で
き
な
い
か
。

地
区
別
基
準
単
収
の
設
定
は
で
き
な
い
か
。

A
市
町
村
農
業
再
生
協
議
会
別
の
単
収
は
、県

市
町
村
農
業
再
生
協
議
会
別
の
単
収
は
、県

農
業
再
生
協
議
会
が
設
定
し
ま
す
。地
区
別

農
業
再
生
協
議
会
が
設
定
し
ま
す
。地
区
別

に
単
収
設
定
は
可
能
で
す
が
、主
食
用
米
の
生
産
数

に
単
収
設
定
は
可
能
で
す
が
、主
食
用
米
の
生
産
数

量
の
目
安
と
の
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
り
、市
内
の

量
の
目
安
と
の
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
り
、市
内
の

合
理
的
な
分
け
方
が
非
常
に
困
難
と
考
え
ま
す
。

合
理
的
な
分
け
方
が
非
常
に
困
難
と
考
え
ま
す
。

Q
物
価
高
騰
や
担
い
手
不
足
な
ど
、厳
し
い
水

物
価
高
騰
や
担
い
手
不
足
な
ど
、厳
し
い
水

田
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、米
政
策
に
係
る

田
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、米
政
策
に
係
る

市
長
の
考
え
は
。

市
長
の
考
え
は
。

A
飼
料
用
米
な
ど
の
主
食
用
米
の
需
給
調
整
に

飼
料
用
米
な
ど
の
主
食
用
米
の
需
給
調
整
に

取
り
組
む
生
産
者
へ
の
奨
励
金
な
ど
に
よ
り
、

取
り
組
む
生
産
者
へ
の
奨
励
金
な
ど
に
よ
り
、

安
定
し
た
水
田
経
営
対
策
を
実
施
、農
業
を
守
り
育

安
定
し
た
水
田
経
営
対
策
を
実
施
、農
業
を
守
り
育

て
飛
躍
さ
せ
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

て
飛
躍
さ
せ
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

Q
令
和
６
年
産
飼
料
用
米
の
作
付
計
画
の
動
向

令
和
６
年
産
飼
料
用
米
の
作
付
計
画
の
動
向

は
。
は
。

A
令
和
６
年
３
月
上
旬
に
農
業
者
へ
水
稲
作
付

令
和
６
年
３
月
上
旬
に
農
業
者
へ
水
稲
作
付

計
画
書
を
発
送
、農
地
ご
と
に
主
食
用
米
や

計
画
書
を
発
送
、農
地
ご
と
に
主
食
用
米
や

飼
料
用
米
等
の
作
付
計
画
を
記
入
し
、４
月
上
旬
に
市

飼
料
用
米
等
の
作
付
計
画
を
記
入
し
、４
月
上
旬
に
市

農
業
再
生
協
議
会
へ
提
出
、入
力
後
に
再
度
、最
終
確

農
業
再
生
協
議
会
へ
提
出
、入
力
後
に
再
度
、最
終
確

認
の
上
、例
年
６
月
下
旬
に
作
付
計
画
が
確
定
し
ま
す
。

認
の
上
、例
年
６
月
下
旬
に
作
付
計
画
が
確
定
し
ま
す
。

Q
飼
料
用
米
作
付
に
係
る
国
・
県
・
市
の
助
成
は
。

飼
料
用
米
作
付
に
係
る
国
・
県
・
市
の
助
成
は
。

A
国
は
令
和
６
年
産
か
ら
８
年
産
に
か
け
て
一

国
は
令
和
６
年
産
か
ら
８
年
産
に
か
け
て
一

般
品
種
の
支
援
水
準
を
段
階
的
に

般
品
種
の
支
援
水
準
を
段
階
的
に
1010
ａ
当
た

ａ
当
た

り
の
単
価
を

り
の
単
価
を
5
0
0
0

5
0
0
0
円
ず
つ
引
き
下
げ
、多
種
品

円
ず
つ
引
き
下
げ
、多
種
品

種
に
よ
る
作
付
転
換
を
推
進
し
ま
す
。県
は
飼
料
用

種
に
よ
る
作
付
転
換
を
推
進
し
ま
す
。県
は
飼
料
用

米
等
拡
大
支
援
事
業
と
し
て
定
着
支
援
、拡
大
支
援
、

米
等
拡
大
支
援
事
業
と
し
て
定
着
支
援
、拡
大
支
援
、

団
地
化
支
援
で
、令
和
５
年
産
に
引
き
続
き
同
様
の

団
地
化
支
援
で
、令
和
５
年
産
に
引
き
続
き
同
様
の

内
容
で
す
。市
の
出
荷
奨
励
金
は
令
和
４
年
産
を

内
容
で
す
。市
の
出
荷
奨
励
金
は
令
和
４
年
産
を
1010

ａ
当
た
り

ａ
当
た
り
8
0
0
0

8
0
0
0
円
に
引
き
上
げ
、令
和
５
年
産

円
に
引
き
上
げ
、令
和
５
年
産

は
、さ
ら
に

は
、さ
ら
に
9
0
0
0

9
0
0
0
円
に
、令
和
６
年
産
は
引
き

円
に
、令
和
６
年
産
は
引
き

続
き
続
き
9
0
0
0

9
0
0
0
円
以
内
で
す
。

円
以
内
で
す
。

Q
香
取
市
再
生
協
議
会
の
基
準
単
収
の
根
拠
は
。

香
取
市
再
生
協
議
会
の
基
準
単
収
の
根
拠
は
。

木
き

村
むら

　 博
ひろし

議員

水
田
農
業
政
策
に
つ
い
て
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農家ツアーの様子

3月定例会　10人の議員が一般質問

QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

定
住
を
促
進
す
る

奨
学
金
返
済
支
援
制
度
を

Q
奨
学
金
は
、学
校
の
教
員
に
な
れ
ば
返
還
免

奨
学
金
は
、学
校
の
教
員
に
な
れ
ば
返
還
免

除
さ
れ
、看
護
師
は
う
ち
の
病
院
に
来
れ
ば

除
さ
れ
、看
護
師
は
う
ち
の
病
院
に
来
れ
ば

奨
学
金
は
ゼ
ロ
で
い
い
と
し
、若
い
人
た
ち
を
取
り

奨
学
金
は
ゼ
ロ
で
い
い
と
し
、若
い
人
た
ち
を
取
り

込
む
た
め
に
奨
学
金
返
還
の
免
除
・
補
助
制
度
を
行

込
む
た
め
に
奨
学
金
返
還
の
免
除
・
補
助
制
度
を
行

っ
て
い
る
。職
種
を
問
わ
ず
香
取
市
に
戻
っ
て
く
れ

っ
て
い
る
。職
種
を
問
わ
ず
香
取
市
に
戻
っ
て
く
れ

ば
、奨
学
金
の
一
定
の
お
手
伝
い
は
し
ま
す
よ
と
い

ば
、奨
学
金
の
一
定
の
お
手
伝
い
は
し
ま
す
よ
と
い

う
政
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

う
政
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
研
究
し
ま
す
。

研
究
し
ま
す
。

Q
結
婚
定
住
支
援
金
は
、本
市
で
は
ど
う
か
。

結
婚
定
住
支
援
金
は
、本
市
で
は
ど
う
か
。

A
香
取
市
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て

香
取
市
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。若
年
層
の
婚
姻
に
伴
う
負
担
を
経

い
ま
す
。若
年
層
の
婚
姻
に
伴
う
負
担
を
経

済
的
に
支
援
し
、地
域
に
お
け
る
婚
姻
数
の
増
加
お

済
的
に
支
援
し
、地
域
に
お
け
る
婚
姻
数
の
増
加
お

よ
び
少
子
化
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、市
内
で
生
活

よ
び
少
子
化
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、市
内
で
生
活

を
始
め
る
新
婚
世
帯
の
居
住
費
お
よ
び
引
っ
越
し
費

を
始
め
る
新
婚
世
帯
の
居
住
費
お
よ
び
引
っ
越
し
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。世
帯
所
得
が
５
０

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。世
帯
所
得
が
５
０

０
万
円
未
満
の
世
帯
を
対
象
と
し
、夫
婦
共
に

０
万
円
未
満
の
世
帯
を
対
象
と
し
、夫
婦
共
に
3939
歳

以
下
の
場
合
は

以
下
の
場
合
は
3030
万
円
、夫
婦
共
に

万
円
、夫
婦
共
に
2929
歳
以
下
の
場

歳
以
下
の
場

合
は
合
は
6060
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

Q
農
業
以
外
の
創
業
者
支
援
は
ど
ん
な
も
の
が

農
業
以
外
の
創
業
者
支
援
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
か
。

あ
る
か
。

A
国
の
認
定
を
受
け
た
市
の
創
業
支
援
等
事
業

国
の
認
定
を
受
け
た
市
の
創
業
支
援
等
事
業

計
画
に
基
づ
き
、佐
原
商
工
会
議
所
と
香
取

計
画
に
基
づ
き
、佐
原
商
工
会
議
所
と
香
取

市
商
工
会
の
主
催
に
よ
る
香
取
創
業
塾
を
開
催
し
、

市
商
工
会
の
主
催
に
よ
る
香
取
創
業
塾
を
開
催
し
、

創
業
や
事
業
承
継
に
意
欲
の
あ
る
人
を
積
極
的
に
支

創
業
や
事
業
承
継
に
意
欲
の
あ
る
人
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、修
了
者
を
対
象
に
、市
内
で

援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、修
了
者
を
対
象
に
、市
内
で

の
創
業
や
事
業
承
継
に
必
要
な
経
費
の
２
分
の
１
、

の
創
業
や
事
業
承
継
に
必
要
な
経
費
の
２
分
の
１
、

5050
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
香
取
市
に
ぎ
わ
い
再
生

万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
香
取
市
に
ぎ
わ
い
再
生

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
東
京
東
京
2323
区
等
か
ら
の
移
住
者
に
対
す
る
支
援

区
等
か
ら
の
移
住
者
に
対
す
る
支
援

は
ど
う
か
。

は
ど
う
か
。

A
香
取
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
起
業
就
業
者
等

香
取
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
起
業
就
業
者
等

創
出
事
業
移
住
支
援
金
が
あ
り
ま
す
。東
京

創
出
事
業
移
住
支
援
金
が
あ
り
ま
す
。東
京
2323

区
等
の
在
住
者
、東
京
圏
か
ら
東
京

区
等
の
在
住
者
、東
京
圏
か
ら
東
京
2323
区
へ
の
通
勤
者

区
へ
の
通
勤
者

が
市
内
に
移
住
し
、千
葉
県
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
掲

が
市
内
に
移
住
し
、千
葉
県
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
に
掲

載
さ
れ
た
企
業
へ
の
就
職
、移
住
元
で
の
業
務
を
テ
レ
ワ

載
さ
れ
た
企
業
へ
の
就
職
、移
住
元
で
の
業
務
を
テ
レ
ワ

ー
ク
な
ど
に
よ
り
継
続
す
る
単
身
者
は

ー
ク
な
ど
に
よ
り
継
続
す
る
単
身
者
は
6060
万
円
、２
人

万
円
、２
人

以
上
の
世
帯
は

以
上
の
世
帯
は
1
0
0
1
0
0
万
円
の
移
住
支
援
金
を
交
付
し

万
円
の
移
住
支
援
金
を
交
付
し

ま
す
。ま
た
、

ま
す
。ま
た
、1818
歳
未
満
の
方
が
一
緒
に
移
住
す
る
場
合

歳
未
満
の
方
が
一
緒
に
移
住
す
る
場
合

は
、１
人
つ
き
１
０
０
万
円
、最
大
２
名
ま
で
の
加
算
が

は
、１
人
つ
き
１
０
０
万
円
、最
大
２
名
ま
で
の
加
算
が

あ
り
、移
住
支
援
金
は
最
大
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

あ
り
、移
住
支
援
金
は
最
大
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

Q
農
業
新
規
参
入
者
に
、ど
ん
な
支
援
が
あ
る

農
業
新
規
参
入
者
に
、ど
ん
な
支
援
が
あ
る

か
。
か
。

A
市
の
単
独
事
業
で
農
業
後
継
者
新
規
就
農
助

市
の
単
独
事
業
で
農
業
後
継
者
新
規
就
農
助

成
金
が
あ
り
ま
す
。市
在
住
の

成
金
が
あ
り
ま
す
。市
在
住
の
4040
歳
以
下
の

歳
以
下
の

農
業
後
継
者
お
よ
び
新
規
就
農
者
が
受
講
す
る
千
葉

農
業
後
継
者
お
よ
び
新
規
就
農
者
が
受
講
す
る
千
葉

県
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
終
了
後
に
助
成
金

県
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
終
了
後
に
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。１
年
目
の
基
本
研
修
が

を
交
付
し
ま
す
。１
年
目
の
基
本
研
修
が
1010
万
円
以

万
円
以

内
、２
年
目
の
専
門
研
修
が

内
、２
年
目
の
専
門
研
修
が
1111
万
円
以
内
、３
年
目

万
円
以
内
、３
年
目

の
総
合
研
修
が

の
総
合
研
修
が
1212
万
円
以
内
を
交
付
し
、セ
ミ
ナ
ー

万
円
以
内
を
交
付
し
、セ
ミ
ナ
ー

受
講
期
間
中
の
農
業
経
費
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

受
講
期
間
中
の
農
業
経
費
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、

国
と
県
の
補
助
事
業
で
は
、認
定
新
規
就
農
者
へ
の

国
と
県
の
補
助
事
業
で
は
、認
定
新
規
就
農
者
へ
の

支
援
と
し
て
、経
営
開
始
資
金
補
助
金
が
年
間
最
大

支
援
と
し
て
、経
営
開
始
資
金
補
助
金
が
年
間
最
大

１
５
０
万
円
、夫
婦
の
場
合
は
２
２
５
万
円
を
最
長

１
５
０
万
円
、夫
婦
の
場
合
は
２
２
５
万
円
を
最
長

３
年
間
交
付
し
、就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支
援
し

３
年
間
交
付
し
、就
農
直
後
の
経
営
確
立
を
支
援
し

ま
す
。

ま
す
。

久
く

保
ぼ

木
き

 宗
そう

一
いち

議員

移
住
・
定
住
支
援
制
度
の
充
実
を

かとり市議会だより No.7313
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各
学
校
で
の
取
り
組
み
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
考

各
学
校
で
の
取
り
組
み
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

え
ま
す
。

Q
「
教
員
の
働
き
方
改
革
」で
、こ
の
４
月
か
ら

「
教
員
の
働
き
方
改
革
」で
、こ
の
４
月
か
ら

市
内
の
教
育
環
境
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

市
内
の
教
育
環
境
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

の
か
。

の
か
。

A
令
和
６
年
度
か
ら
は
、特
別
業
務
職
員
の
全

令
和
６
年
度
か
ら
は
、特
別
業
務
職
員
の
全

校
配
置
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、教
職
員
全
体

校
配
置
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、教
職
員
全
体

の
勤
務
時
間
の
縮
減
や
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間

の
勤
務
時
間
の
縮
減
や
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間

の
確
保
を
目
指
し
、校
内
で
の
様
々
な
業
務
の
サ
ポ

の
確
保
を
目
指
し
、校
内
で
の
様
々
な
業
務
の
サ
ポ

ー
ト
を
担
当
し
ま
す
。ま
た
、部
活
動
は
、原
則
と
し

ー
ト
を
担
当
し
ま
す
。ま
た
、部
活
動
は
、原
則
と
し

て
朝
練
習
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。こ
れ
に

て
朝
練
習
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
教
職
員
は
授
業
準
備
の
時
間
が
確
保
で
き
、生

よ
り
教
職
員
は
授
業
準
備
の
時
間
が
確
保
で
き
、生

徒
は
落
ち
着
い
て
一
日
の
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す

徒
は
落
ち
着
い
て
一
日
の
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
福
祉
避
難
所
は
、市
民
だ
け
で
な
く
医
療
チ

福
祉
避
難
所
は
、市
民
だ
け
で
な
く
医
療
チ

ー
ム
な
ど
の
た
め
に
も
、公
開
制
に
す
べ
き

ー
ム
な
ど
の
た
め
に
も
、公
開
制
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

で
は
な
い
か
。

A
公
開
性
と
し
た
場
合
、受
け
入
れ
先
が
見
つ

公
開
性
と
し
た
場
合
、受
け
入
れ
先
が
見
つ

か
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、福
祉

か
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、福
祉

避
難
所
へ
の
避
難
が
必
要
な
人
に
は
、福
祉
施
設
と

避
難
所
へ
の
避
難
が
必
要
な
人
に
は
、福
祉
施
設
と

受
け
入
れ
調
整
を
図
り
な
が
ら
対
応
を
進
め
て
い
ま

受
け
入
れ
調
整
を
図
り
な
が
ら
対
応
を
進
め
て
い
ま

す
。
す
。県

内
の
不
登
校
の
児
童
生
徒
数
は
増
加

傾
向
だ
が
、市
内
の
不
登
校
の
児
童
生

徒
数
は
県
平
均
か
ら
比
べ
て
少
な
い
。

学
校
の
体
制
や
対
応
は

Q
い
じ
め
件
数
が
令
和
元
年
度
と
５
年
度
の
比

い
じ
め
件
数
が
令
和
元
年
度
と
５
年
度
の
比

較
で
、小
学
生
は

較
で
、小
学
生
は
6060
件
か
ら

件
か
ら
2929
件
、中
学
生

件
、中
学
生

は
3030
件
か
ら
７
件
に
大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
、こ

件
か
ら
７
件
に
大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
、こ

の
要
因
と
背
景
は
何
か
。

の
要
因
と
背
景
は
何
か
。

A
各
学
校
で
は
、定
期
的
な
い
じ
め
に
関
す
る

各
学
校
で
は
、定
期
的
な
い
じ
め
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
談
の
実
施
、日
頃
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
談
の
実
施
、日
頃
か
ら
の

継
続
し
た
観
察
や
家
庭
と
の
連
携
な
ど
を
通
じ
、積

継
続
し
た
観
察
や
家
庭
と
の
連
携
な
ど
を
通
じ
、積

極
的
に
い
じ
め
の
認
知
を
行
う
よ
う
努
め
て
お
り
、

極
的
に
い
じ
め
の
認
知
を
行
う
よ
う
努
め
て
お
り
、

急
傾
斜
地
、崖
地
、橋
梁
の
再
点
検
と

強
化
対
策
は

Q
急
傾
斜
地
、崖
地
、橋
梁
の
箇
所
数
は
相
当

急
傾
斜
地
、崖
地
、橋
梁
の
箇
所
数
は
相
当

多
い
と
い
わ
れ
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
。

多
い
と
い
わ
れ
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
。

A
危
険
な
崖
地
は
、県
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域

危
険
な
崖
地
は
、県
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域

は
２
１
９
か
所
が
指
定
さ
れ
、急
傾
斜
地
崩

は
２
１
９
か
所
が
指
定
さ
れ
、急
傾
斜
地
崩

落
対
策
区
域
は

落
対
策
区
域
は
5757
か
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
冬
の
避
難
所
対
策
に
つ
い
て
、暖
房
設
備
は

冬
の
避
難
所
対
策
に
つ
い
て
、暖
房
設
備
は

充
分
か
。ベ
ッ
ド
対
策
は
具
体
的
に
ど
の
程

充
分
か
。ベ
ッ
ド
対
策
は
具
体
的
に
ど
の
程

度
か
。

度
か
。

A
指
定
避
難
所
の
体
育
館
の
暖
房
設
備
は
、主

指
定
避
難
所
の
体
育
館
の
暖
房
設
備
は
、主

に
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
燃
料
も
保
管
し

に
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
燃
料
も
保
管
し

て
い
ま
す
が
、避
難
期
間
に
よ
っ
て
は
、そ
の
量
が

て
い
ま
す
が
、避
難
期
間
に
よ
っ
て
は
、そ
の
量
が

十
分
で
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

十
分
で
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

災
害
時
に
優
先
的
な
燃
料
の
供
給
が
受
け
ら
れ
る
よ

災
害
時
に
優
先
的
な
燃
料
の
供
給
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、千
葉
県
石
油
商
業
組
合
等
と
災
害
協
定
を
締
結

う
、千
葉
県
石
油
商
業
組
合
等
と
災
害
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。ベ
ッ
ド
は
、フ
レ
ー
ム
部
分
が
ス
チ

し
て
い
ま
す
。ベ
ッ
ド
は
、フ
レ
ー
ム
部
分
が
ス
チ

ー
ル
製
で
、シ
ー
ト
部
分
が
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
の
折

ー
ル
製
で
、シ
ー
ト
部
分
が
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
の
折

り
畳
み
式
簡
易
ベ
ッ
ド
を
１
５
０
０
台
備
蓄
し
て
お

り
畳
み
式
簡
易
ベ
ッ
ド
を
１
５
０
０
台
備
蓄
し
て
お

り
、展
開
時
の
高
さ
は
、床
上

り
、展
開
時
の
高
さ
は
、床
上
4343
㎝
程
度
で
す
。

㎝
程
度
で
す
。

根
ね

本
もと

 義
よし

郎
ろう

議員

能
登
半
島
震
災
か
ら
学
ぶ
べ
き

本
市
の
震
災
対
策
に
つ
い
て
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3月定例会　10人の議員が一般質問

QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

認
知
症
基
本
法「
推
進
計
画
」の
策
定
を

Q
市
の
努
力
義
務
で
あ
る
認
知
症
基
本
法「
推

市
の
努
力
義
務
で
あ
る
認
知
症
基
本
法「
推

進
計
画
」の
策
定
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

進
計
画
」の
策
定
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

A
ま
だ
策
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、現
在
、国

ま
だ
策
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、現
在
、国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
認
知
症
施
策
推
進
大
綱

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
認
知
症
施
策
推
進
大
綱

に
よ
り
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
、安
心

に
よ
り
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
、安
心

し
て
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
認
知
症
支
援
施
策
を

し
て
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
認
知
症
支
援
施
策
を

盛
り
込
み
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

盛
り
込
み
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q
認
知
症
の
人
と
家
族
を
笑
顔
に
す
る
ケ
ア
技

認
知
症
の
人
と
家
族
を
笑
顔
に
す
る
ケ
ア
技

法
の「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」の
講
座
を
開
催
で

法
の「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」の
講
座
を
開
催
で

き
な
い
か
。

き
な
い
か
。

A
今
後
の
各
種
講
座
等
の
開
催
の
参
考
に
さ
せ

今
後
の
各
種
講
座
等
の
開
催
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
５
歳
児
健
診
」を

Q
発
達
障
が
い
な
ど
を
早
く
発
見
し
、安
心
の

発
達
障
が
い
な
ど
を
早
く
発
見
し
、安
心
の

就
学
に
つ
な
げ
ら
れ
る「
５
歳
児
健
診
」の
実

就
学
に
つ
な
げ
ら
れ
る「
５
歳
児
健
診
」の
実

施
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

施
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

A
人
材
不
足
や
療
育
に
関
す
る
受
け
皿
が
少
な

人
材
不
足
や
療
育
に
関
す
る
受
け
皿
が
少
な

い
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
た
め
、現
時
点

い
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
た
め
、現
時
点

で
の
実
施
は
難
し
い
状
況
で
す
。

で
の
実
施
は
難
し
い
状
況
で
す
。

Q
福
祉
避
難
所
が
被
災
し
た
際
の
対
策
は
何
か
。

福
祉
避
難
所
が
被
災
し
た
際
の
対
策
は
何
か
。

A
施
設
の
被
害
状
況
を
把
握
し
、安
全
確
保
や

施
設
の
被
害
状
況
を
把
握
し
、安
全
確
保
や

職
員
の
配
置
な
ど
の
確
認
を
行
っ
た
上
で
、

職
員
の
配
置
な
ど
の
確
認
を
行
っ
た
上
で
、

福
祉
避
難
所
の
開
設
が
可
能
か
調
整
し
ま
す
。

福
祉
避
難
所
の
開
設
が
可
能
か
調
整
し
ま
す
。

Q
市
民
へ
各
避
難
所
の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
提
供

市
民
へ
各
避
難
所
の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
提
供

で
き
な
い
か
。

で
き
な
い
か
。

A
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
効
果
的
な

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
効
果
的
な

の
か
、先
進
事
例
を
踏
ま
え
調
査
研
究
し
ま
す
。

の
か
、先
進
事
例
を
踏
ま
え
調
査
研
究
し
ま
す
。

Q
感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助
金
の
支
給
は
で

感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助
金
の
支
給
は
で

き
な
い
か
。

き
な
い
か
。

A
他
の
自
治
体
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
調
査

他
の
自
治
体
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
調
査

研
究
し
ま
す
。

研
究
し
ま
す
。

Q
市
民
へ
の
防
災
啓
発
活
動
は
何
か
。

市
民
へ
の
防
災
啓
発
活
動
は
何
か
。

A
防
災
上
、最
も
重
要
な
点
は
、市
民
一
人
一
人

防
災
上
、最
も
重
要
な
点
は
、市
民
一
人
一
人

が
防
災
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
し
っ
か
り

が
防
災
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
し
っ
か
り

持
ち
、災
害
時
に
慌
て
ず
行
動
し
命
を
守
る
こ
と
で
す
。

持
ち
、災
害
時
に
慌
て
ず
行
動
し
命
を
守
る
こ
と
で
す
。

引
き
続
き
広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

引
き
続
き
広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
周
知
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
周
知
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

Q
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
か
ら
の
避
難
所

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
か
ら
の
避
難
所

運
営
に
つ
い
て
、改
善
あ
る
い
は
見
直
し
た

運
営
に
つ
い
て
、改
善
あ
る
い
は
見
直
し
た

こ
と
は
あ
る
の
か
。

こ
と
は
あ
る
の
か
。

A
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
自
主
的
な
避
難
所
運

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
自
主
的
な
避
難
所
運

営
を
推
進
す
る
た
め
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

営
を
推
進
す
る
た
め
、避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
周
知
し
て
い
ま
す
。ま
た
、備
蓄
計

ア
ル
を
策
定
し
周
知
し
て
い
ま
す
。ま
た
、備
蓄
計

画
を
策
定
し
、災
害
備
蓄
物
資
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

画
を
策
定
し
、災
害
備
蓄
物
資
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

Q
移
動
型
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
で
き
な

移
動
型
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入
で
き
な

い
か
。

い
か
。

A
約
2
4
0
0

2
4
0
0
万
円
の
価
格
や
牽
引
運
転
免

万
円
の
価
格
や
牽
引
運
転
免

許
を
所
有
す
る
要
員
の
確
保
な
ど
の
課
題
が

許
を
所
有
す
る
要
員
の
確
保
な
ど
の
課
題
が

あ
る
た
め
、今
後
、調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

あ
る
た
め
、今
後
、調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Q
避
難
所
で
の「
床
の
雑
魚
寝
」防
止
対
策
は
何

避
難
所
で
の「
床
の
雑
魚
寝
」防
止
対
策
は
何

か
。
か
。

A
折
り
畳
み
式
簡
易
ベ
ッ
ド
を
購
入
し
、就
寝

折
り
畳
み
式
簡
易
ベ
ッ
ド
を
購
入
し
、就
寝

時
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

時
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

Q
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
で

小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
で

き
な
い
か
。

き
な
い
か
。

A
使
用
頻
度
、設
置
費
用
な
ど
か
ら
、現
時
点

使
用
頻
度
、設
置
費
用
な
ど
か
ら
、現
時
点

で
は
設
置
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

で
は
設
置
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

田
た

代
しろ

 一
かず

男
お

議員

大
規
模
災
害
に
備
え
た

避
難
所
運
営
を
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QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

A
新
た
な
競
技
団
体
設
立
へ
の
支
援
制
度
は
、

新
た
な
競
技
団
体
設
立
へ
の
支
援
制
度
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

 

提
案
し
て
い
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
が
市
の

提
案
し
て
い
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
が
市
の

空
き
施
設
を
活
用
し
、民
間
に
よ
り
近
々
練
習
施
設

空
き
施
設
を
活
用
し
、民
間
に
よ
り
近
々
練
習
施
設

が
で
き
る
こ
と
は
一
歩
前
進
。

が
で
き
る
こ
と
は
一
歩
前
進
。

私
の
佐
原
市
時
代
か
ら
の
取
り
組
み

Q
仁
井
川
河
川
改
修
の
進
捗
状
況
は
。

仁
井
川
河
川
改
修
の
進
捗
状
況
は
。

A
令
和
５
年
に
地
権
者
と
用
地
協
力
の
合
意
が

令
和
５
年
に
地
権
者
と
用
地
協
力
の
合
意
が

得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、用
地
取
得
に
向
け
手

得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、用
地
取
得
に
向
け
手

続
を
進
め
、現
在
、法
務
局
と
登
記
申
請
の
協
議
を

続
を
進
め
、現
在
、法
務
局
と
登
記
申
請
の
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

進
め
て
い
ま
す
。

空
港
と
の
共
生
策

Q
地
域
未
来
投
資
促
進
法
の
特
例
に
よ
る
開
発

地
域
未
来
投
資
促
進
法
の
特
例
に
よ
る
開
発

計
画
の
進
捗
は
。

計
画
の
進
捗
は
。

A
重
点
促
進
区
域
の
設
定
を
見
据
え
令
和
５
年

重
点
促
進
区
域
の
設
定
を
見
据
え
令
和
５
年

９
月
に
補
正
予
算
を
計
上
し
、候
補
地
を
調

９
月
に
補
正
予
算
を
計
上
し
、候
補
地
を
調

査
し
て
い
ま
す
。

査
し
て
い
ま
す
。

意
見
意
見

A
当
初
、仮
設
の
照
明
は
、想
定
外
の
費
用
が

当
初
、仮
設
の
照
明
は
、想
定
外
の
費
用
が

か
さ
ん
だ
こ
と
に
よ
り
撤
去
費
用
が
不
足
し
、

か
さ
ん
だ
こ
と
に
よ
り
撤
去
費
用
が
不
足
し
、

対
応
を
検
討
し
た
結
果
、撤
去
は
市
が
約

対
応
を
検
討
し
た
結
果
、撤
去
は
市
が
約
1
3
0

1
3
0
万

円
の
費
用
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

円
の
費
用
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

観
光
庁
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
取
り
込
み
事
業

観
光
庁
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
取
り
込
み
事
業

だ
が
、地
元
の
一
部
関
係
者
に
よ
る
密
室
性
が
高
か

だ
が
、地
元
の
一
部
関
係
者
に
よ
る
密
室
性
が
高
か

っ
た
。リ
ー
ス
物
件
の
撤
去
費
を
市
が
払
う
の
は
問

っ
た
。リ
ー
ス
物
件
の
撤
去
費
を
市
が
払
う
の
は
問

題
だ
。

題
だ
。

Q
第
３
次
香
取
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の

第
３
次
香
取
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の

特
色
は
。

特
色
は
。

A
市
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
水
上
ス
ポ
ー
ツ

市
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
水
上
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
柱
の
一
つ
と
し
、水

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
柱
の
一
つ
と
し
、水

上
ス
ポ
ー
ツ
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

上
ス
ポ
ー
ツ
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
視
点
か
ら
も
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、推
進
し
て
い
く

ズ
ム
の
視
点
か
ら
も
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、推
進
し
て
い
く

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

Q
や
っ
て
み
た
い
ス
ポ
ー
ツ
上
位
に
エ
ア
ラ
イ

や
っ
て
み
た
い
ス
ポ
ー
ツ
上
位
に
エ
ア
ラ
イ

フ
ル
が
あ
る
。東
部
五
市
体
育
大
会
競
技
の

フ
ル
が
あ
る
。東
部
五
市
体
育
大
会
競
技
の

エ
ア
ラ
イ
フ
ル
に
つ
い
て
、本
市
に
は
競
技
団
体
は

エ
ア
ラ
イ
フ
ル
に
つ
い
て
、本
市
に
は
競
技
団
体
は

な
い
が
、競
技
団
体
を
設
立
す
る
際
に
市
か
ら
の
支

な
い
が
、競
技
団
体
を
設
立
す
る
際
に
市
か
ら
の
支

援
等
あ
る
か
。

援
等
あ
る
か
。

意
見
意
見

Q
事
業
で
得
た
成
果
を
ど
う
活
か
す
か
。

事
業
で
得
た
成
果
を
ど
う
活
か
す
か
。

A
事
業
を
通
じ
て
、得
ら
れ
た
観
光
客
の
反
応

事
業
を
通
じ
て
、得
ら
れ
た
観
光
客
の
反
応

や
評
価
を
基
に
新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
開

や
評
価
を
基
に
新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
開

拓
や
広
報
戦
略
の
改
善
が
可
能
と
考
え
ま
す
。地
元

拓
や
広
報
戦
略
の
改
善
が
可
能
と
考
え
ま
す
。地
元

住
民
や
企
業
な
ど
と
連
携
強
化
を
図
り
、継
続
的
に

住
民
や
企
業
な
ど
と
連
携
強
化
を
図
り
、継
続
的
に

イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
観
光
地
と
し

イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
観
光
地
と
し

て
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、地
域
の
観
光
を
持

て
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、地
域
の
観
光
を
持

続
的
に
発
展
さ
せ
る
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

続
的
に
発
展
さ
せ
る
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

Q
実
施
団
体
と
の
間
に
問
題
は
無
か
っ
た
か
。

実
施
団
体
と
の
間
に
問
題
は
無
か
っ
た
か
。

A
市
を
実
施
主
体
と
し
、体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
・

市
を
実
施
主
体
と
し
、体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
業
務
を
地
元
企
業

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
業
務
を
地
元
企
業

を
中
心
と
し
て
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
実
施
し
ま

を
中
心
と
し
て
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
実
施
し
ま

し
た
。受
託
団
体
は
、市
が
作
成
し
た
仕
様
書
に
基

し
た
。受
託
団
体
は
、市
が
作
成
し
た
仕
様
書
に
基

づ
く
業
務
を
履
行
し
ま
す
の
で
、大
き
な
問
題
は
生

づ
く
業
務
を
履
行
し
ま
す
の
で
、大
き
な
問
題
は
生

じ
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

じ
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Q
護
岸
擬
木
柵
に
取
り
付
け
た
行
燈
は
リ
ー
ス

護
岸
擬
木
柵
に
取
り
付
け
た
行
燈
は
リ
ー
ス

に
よ
る
仮
設
の
は
ず
が
、常
設
に
す
る
と
知

に
よ
る
仮
設
の
は
ず
が
、常
設
に
す
る
と
知

っ
た
市
民
か
ら
異
論
が
出
た
。そ
の
後
、撤
去
に
至

っ
た
市
民
か
ら
異
論
が
出
た
。そ
の
後
、撤
去
に
至

っ
た
経
緯
と
撤
去
に
掛
か
る
費
用
と
負
担
者
は
誰
か
。

っ
た
経
緯
と
撤
去
に
掛
か
る
費
用
と
負
担
者
は
誰
か
。

伊
い

能
のう

 敏
とし

雄
お

議員

賑
わ
い
創
出
事
業
の

取
り
組
み
内
容
に
市
民
の
批
判
大
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3月定例会　10人の議員が一般質問

QRコードから
スマホで質問
の内容や録画
が見られます。

あ
る
重
大
な
違
反
。市
長
は
説
明
責
任
を
果
た
す
必

あ
る
重
大
な
違
反
。市
長
は
説
明
責
任
を
果
た
す
必

要
が
あ
る
。

要
が
あ
る
。

A
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
す
。

存
じ
上
げ
て
お
り
ま
す
。

Q
罰
則
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
て
載
せ
な

罰
則
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
て
載
せ
な

か
っ
た
の
か
。

か
っ
た
の
か
。

A
そ
の
認
識
は
あ
り
ま
す
が
、当
時
の
こ
と
を

そ
の
認
識
は
あ
り
ま
す
が
、当
時
の
こ
と
を

よ
く
調
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
く
調
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
報
告
書
に
載
せ
な
け
れ
ば
い
た
だ
い
た
寄
附

報
告
書
に
載
せ
な
け
れ
ば
い
た
だ
い
た
寄
附

を「
裏
金
」に
し
て
し
ま
う
事
に
な
る
。そ
の

を「
裏
金
」に
し
て
し
ま
う
事
に
な
る
。そ
の

認
識
は
。

認
識
は
。

A
そ
の
よ
う
な
認
識
で
は
な
く
、そ
の
当
時
、

そ
の
よ
う
な
認
識
で
は
な
く
、そ
の
当
時
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、精
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
ま
す
の
で
、精
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
収
入
を
報
告
書
に
記
載
し
な
い
場
合
、確
定

収
入
を
報
告
書
に
記
載
し
な
い
場
合
、確
定

申
告
等
を
し
な
け
れ
ば「
脱
税
」に
な
る
可
能

申
告
等
を
し
な
け
れ
ば「
脱
税
」に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。確
定
申
告
に
は
載
せ
た
の
か
。

性
も
あ
る
。確
定
申
告
に
は
載
せ
た
の
か
。

A
確
定
申
告
に
は
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
可
能

確
定
申
告
に
は
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
可
能

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、こ
れ
も
精
査
し
た
い

性
も
あ
り
ま
す
の
で
、こ
れ
も
精
査
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

 

不
記
載
は
刑
罰
や
公
民
権
停
止
の
可
能
性
も

不
記
載
は
刑
罰
や
公
民
権
停
止
の
可
能
性
も

意
見
意
見

Q
市
長
選
挙
が
あ
っ
た
令
和
４
年
の
伊
藤
友
則

市
長
選
挙
が
あ
っ
た
令
和
４
年
の
伊
藤
友
則

後
援
会
の
政
治
資
金
収
支
報
告
書
の
支
出
が

後
援
会
の
政
治
資
金
収
支
報
告
書
の
支
出
が

０
円
と
な
っ
て
い
る
。ビ
ラ
の
作
成
や
折
込
み
の
費

０
円
と
な
っ
て
い
る
。ビ
ラ
の
作
成
や
折
込
み
の
費

用
は
記
載
し
な
か
っ
た
の
か
。

用
は
記
載
し
な
か
っ
た
の
か
。

A
も
う
一
つ
の
団
体
も
あ
り
、支
払
い
が
翌
年

も
う
一
つ
の
団
体
も
あ
り
、支
払
い
が
翌
年

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、随
時
載
せ
て
い
き
ま
す
。

で
、随
時
載
せ
て
い
き
ま
す
。

Q
個
人
か
ら
の
寄
附
に
よ
る
収
入
も
０
円
と
な

個
人
か
ら
の
寄
附
に
よ
る
収
入
も
０
円
と
な

っ
て
い
る
。寄
附
を
受
け
た
か
覚
え
て
い
な

っ
て
い
る
。寄
附
を
受
け
た
か
覚
え
て
い
な

い
と
の
答
弁
だ
が
、い
た
だ
い
た
方
の
顔
や
そ
の
時

い
と
の
答
弁
だ
が
、い
た
だ
い
た
方
の
顔
や
そ
の
時

の
状
況
は
覚
え
て
い
な
い
の
か
。

の
状
況
は
覚
え
て
い
な
い
の
か
。

A
そ
の
と
き
の
情
報
や
履
歴
に
つ
い
て
精
査
し

そ
の
と
き
の
情
報
や
履
歴
に
つ
い
て
精
査
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、親
戚
筋
や
友
人
か
ら

た
い
と
思
い
ま
す
が
、親
戚
筋
や
友
人
か
ら

の
寄
附
は
覚
え
て
い
ま
す
。

の
寄
附
は
覚
え
て
い
ま
す
。

Q
親
戚
で
も
寄
附
が
あ
れ
ば
報
告
書
に
記
載
す

親
戚
で
も
寄
附
が
あ
れ
ば
報
告
書
に
記
載
す

る
必
要
が
あ
る
が
、認
識
は
。

る
必
要
が
あ
る
が
、認
識
は
。

A
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

Q
不
記
載
に
罰
則
が
あ
る
の
は
ご
存
知
か
。

不
記
載
に
罰
則
が
あ
る
の
は
ご
存
知
か
。

加
か

藤
とう

 裕
ゆう

太
た

議員

伊
藤
市
長
の
裏
金
・
脱
税
疑
惑
に

つ
い
て
説
明
と
対
応
を

新
た
な
競
技
団
体
設
立
へ
の
支
援
制
度
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

 

提
案
し
て
い
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
が
市
の

空
き
施
設
を
活
用
し
、民
間
に
よ
り
近
々
練
習
施
設

が
で
き
る
こ
と
は
一
歩
前
進
。

仁
井
川
河
川
改
修
の
進
捗
状
況
は
。

令
和
５
年
に
地
権
者
と
用
地
協
力
の
合
意
が

得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、用
地
取
得
に
向
け
手

続
を
進
め
、現
在
、法
務
局
と
登
記
申
請
の
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

地
域
未
来
投
資
促
進
法
の
特
例
に
よ
る
開
発

計
画
の
進
捗
は
。

重
点
促
進
区
域
の
設
定
を
見
据
え
令
和
５
年

９
月
に
補
正
予
算
を
計
上
し
、候
補
地
を
調

査
し
て
い
ま
す
。

意
見
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　2月26日に根本義郎議員が副議長に就任したことに伴い、議会運営委員会、成田国際空港対策特別委員会
および議会改革特別委員会の委員を辞任し、3月6日の本会議において、それぞれの委員会委員に佐藤好文議
員が選任されました。

副
議
長
に
根ね

本も
と

義よ
し

郎ろ
う

議
員

議
長
に
河こ

う

野の

節せ
つ

子こ

議
員

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
政
お
よ
び
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
私
ど
も
は
３
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
第
17
代
議
長
な
ら
び
に
第
17
代
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
市
議
会
を
代
表
す
る
立
場
と
し
て
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、
こ
の
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は「
５
類
感
染
症
」に
位
置
づ
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
見
送
ら
れ
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し

た「
み
ん
な
の
賑
わ
い
交
流
拠
点
コ
ン
パ
ス
」や「
橘
ふ
れ
あ
い
公

園
」な
ど
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

市
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政
と
も
連
携
し
、
誰
も
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
も
よ
り
重

要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
執
行
機
関
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
と
と
も

に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
政
の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

＼委員会委員を新たに選任／
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　市議会では、全国の自治体議会からの行政視察を積極的
に受け入れています。
　個性あふれる地域力を生かしたまちづくりや特色ある施
策等の紹介をはじめ、市内宿泊施設や商店等を利用いただ
き、全国へ市の魅力を発信する活動を行っています。令和5
年度に受け入れを行った行政視察について紹介します。

　香取市議会総務政策常任委員会において、令和5年度「公
共交通」を題材とした特定所管事務調査を開始し、執行部
からの報告や先進地視察を実施し調査研究を進め、委員会
で検討を重ねてまいりました。このほど取りまとめを行い、
令和6年3月22日に執行部に対し、公共交通に関する報告
書を提出しました。

令和５年度　行政視察受け入れ状況

No 視察日 議会名（委員会・会派） 視察内容

1 令和5年
8月3日

茨城県　常陸大宮市議会
経済建設常任委員会 道の駅・川の駅　水の郷さわらについて

2 令和5年
8月9日

宮城県　大崎市議会
会派　NEXT PFI事業による道の駅・川の駅整備事業について

3 令和5年
8月22日

新潟県　村上市議会
会派　市声クラブ 佐原駅周辺地区活性化拠点整備事業について

4 令和5年
10月5日

広島県　府中市議会
会派　市民クラブ

重要伝統的建造物群保存地区の取り組みについて
関連計画の概略と現状および重伝建地区との関係について

5 令和5年
10月19日

香川県　坂出市議会
総務消防委員会 みんなの賑わい交流拠点コンパスについて

6 令和5年
10月31日

岐阜県　羽島市議会
産業建設委員会 観光まちづくりについて

7 令和5年
11月7日

愛知県　蒲郡市議会
文教委員会 みんなの賑わい交流拠点コンパスについて

８ 令和6年
1月22日

富里市議会
とみさと議会報編集特別委員会 議会広報の編集について

9 令和6年
1月24日 青森県　平川市議会 歴史的町並みを活用したまちづくりについて

10 令和6年
2月1日 佐賀県　鹿島市議会 伝統的建造物群保存地区と景観形成地区について

11 令和6年
2月2日 兵庫県　川西市議会 水の郷さわらを活用した観光まちづくりについて

12 令和6年
2月14日 茨城県　稲敷市議会 観光まちづくりについて

香取市の情報を全国へ発信
―行政視察の受け入れを行っています―

公共交通に関する
報告書を提出

議会広報紙の編集について説明を
受けた富里市議会議員の皆さん

市長に公共交通に関する報告書を提出した
総務政策常任委員会委員の皆さん
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。
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編集・発行に関し、ご意

　371件

　奈良時代頃に中国や朝鮮半島から渡来して、平安時代に
国風化して現代に伝わる「雅楽」は宮廷音楽や社寺の行事
で演奏されてきました。最近は民間の演奏団体も増えて、
香取市では香取神宮を稽古場とする香取雅楽会があります。
メンバーは神職だけではなく、会社員団体職員、大学生、
主婦など20代から70代までの会員約25名が稽古に励んで
います。香取神宮の祭典での奏楽奉仕だけでは無く、3月
に佐原の小野川で行われる「ひな船」でも会員が船に乗っ
て雅楽を生演奏しながら、春の佐原の行事に雅さを添えて
います。当会はいつでも新会員を歓迎していますので、香
取神宮内雅楽会事務局までお申し出ください。

６月

編集後記

香取雅楽会 幹事

香田　隆造 さん（64歳）
こう だ 　 りゅう ぞう

　能登半島地震により、お亡くなりになられた方々に謹んで
お悔やみ申し上げますとともに、被災された方々に心よりお
見舞い申し上げます。3月定例議会において、初の女性議長
が誕生しました。新議長、副議長のもと議会改革を進め、市
民の皆様に開かれた議会となるよう取り組んでまいります。
 （鈴木聖二　久保木宗一）

世界最古のオーケストラ

「雅楽」

市議会をより詳しく知りたいときは

ご利用ください！

市議会会議録と議会中継

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

議会中継会議録

定例会
の日程

　

本会議

本会議（一般質問調整日）

常任委員会

本会議

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧でき
ます。12月定例会の会議録ま
でご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ中
継は、市議会ホームページ
で視聴できます。録画映像
は、おおむね1週間後から
視聴可能です。

3月定例会のライブ中継視
聴者数は239人、2月26日
から3月31日までの録画再
生件数は1,264件でした。

傍聴およびライブ中継、録画再生件数

ライブ
中継

録画再生

傍聴

5/ 28（火）  

6/ 5（水） 6（木） 7（金）

 10（月） 11（火）

 14（金） 
※上記は予定であり、変更となる場合があります。
※請願・陳情の6月定例会での受け付けは、5月17日（金）午後4時までとなります。

1,526件

23人
239人

1,264件

R6.3月
635件

30人
211人

 394件

R5.12月
734件

23人
189人

522件

R5.9月
578件

18人
189人

R5.6月
811件

40人
272人

499件

R5.3月

市議会を見学しませんか？

議会は、どなたでも傍聴できます。開会日に
直接、7階傍聴席入口までお越しください。

香取市ホームページ
http://www.city.katori.lg.jp/

香取市議会ホームページ
http://www.city.katori.lg.jp/gikai/
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